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週日の説教 

 

 金 大烈 神父  2010 年 9 月 3 日（金）  

        

《感謝しましょう》 

主の平和 

一生懸命に祈る事については、いつも教会が強調していることです。一生懸命に祈らなければなり

ません。しかし、一生懸命祈ることは正しい事ですが、注意しなければならない事はこの祈りは正し

い信仰から来ている祈りであるかと識別しなければなりません。例えばキリストの名を使って正常で

はない新興宗教があります。新教（プロテスタントの教会）からも認められていない教会の名を持っ

ている変わった宗教団体があります。 

私が向こうにいた時（韓国で司牧していた時）の経験なのですが、熱心な信者とは言えなかったの

ですが、少なくとも日曜日の主日のミサには必ず与っている夫婦がいました。その夫婦に起きた事件

です。ある日その奥さんが「私、祈りの集まりにちょっと行ってきます。」と言って何日か経ったよう

でした。ご主人さんの方は急に熱心になったと思いながらも、「いっていらっしゃい」と言って送り出

していたそうです。二人の間には子供がいたのですがまだ幼児でした。「祈りの集まりに行ってきま

す。」という回数が増えて頻繁になり、段々と子供の世話もしなくなってしまったので、それでご主人

さんが私に相談に来たのです。聞けば妻が変わってしまい、毎日祈る姿を見せてはいるのですが、子

供の面倒も見なくなり、食事の用意もしてくれないし、この頃は家にもいないのです。ですから私が

一回叱ったらもっとそれがひどくなってしまい困っているのです。どうしたらいいのでしょうか。と

いう相談でした。 

その話しを聞いて、私も奥さんが行っているその集まりが気になって調べて見ました。そうしたら

やっぱりイエス様の名前を使う間違えた新興宗教の団体でした。彼女は、結局帰って来なかったので

す。そしてとうとう離婚まで行ってしまいました。 

皆様なぜこのような事が起きたのでしょうか。その原因は何でしょうか。もちろん彼女自身の人格

や性格に色々と問題点を探せるかも知れません。しかし、何よりも信仰に対して正しく理解が出来て

いなかった状態だったので、すぐに他に誘われて騙される所まで行ってしまったのではないかと思い

ます。 

皆様、私達は信仰的に危機と言われるぐらいの難しさにぶつかる時があります。誰にでもその時が

必ず来ます。その時に本当に私の信仰が正しいのか、このような状態で信仰を持っているのが正しい

のか、間違っているのではないか、そのような思いをさせる信仰的な危機がきます。その時にどうす

ればいいのでしょうか。 

さあ、それがはっきり解るための一つの言葉があります。それは“感謝" です。皆様が感謝する理

由は何でしょうか。普通に神様に感謝する理由はなんでしょうか。健康を保つ事が出来て「イエス様
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に感謝します」と言うでしょう。子供達が上手く就職して、仕事しながら家族と睦まじく暮らしてい

ます。「イエス様感謝します」と言うでしょう。難しい事にもぶつからずこのように信仰の生活が出来

る事を「感謝します」と言うでしょう。もしその逆の事が自分の身に起きたらどうします。もし子供

に問題があるとか、健康に問題があるとか、自分が感謝したくない何かが起こったらその時は皆様ど

うしますか。感謝したことを取り消しますとは祈らないでしょう。 

皆様、私達が必ず考えなければならない事の一つは、“感謝とは条件が付かない言葉です"。もちろ

んいい事があったら自然に「感謝します」と信者でなくても言います。しかし、私達が本物の信仰者

なら、恐れや不安を抱えてどうすればいいか全然前が見えない時こそ、あなたが側にいてくださる事

を信じます。「感謝します」と、あなたが御旨を悟らせて下さったので感謝します。今、不安に陥って

いるのですが、あなたが守って下さる事を固く信じながらあなたの御旨に下がいます。感謝しますと

言えなくてはなりません。それが本物の信仰ではないでしょうか。もしこういう事が出来なければ、

迫害に襲われたらすぐに逃げてしまいます。そうじゃないでしょうか。人間的な条件、社会的な価値

観の条件、それに従おうとしながら、そこに基準を置いて感謝することは本当の意味の感謝ではあり

ません。私達はこのような考え方ではいけません。皆様、昔の人達が何の勉強もしなくて本当に知恵

もなくて、愚かなものだったので殉教の刀を受け入れたと思いますか。彼らは殉教の刀を笑顔を浮か

べながら受け入れたのです。周りにいた数え切れない人々の証言によりますと、彼らの何事があって

も恐れずにその殉教の刀を笑みを浮かべて受け入れていくその姿に感動したわけです。 

皆様、よく考えて見ましょう。人生はある意味で辛い海です。渡らなければならない荒い海です。

いい事があっても、よく考えて見れば殆どが乗り越えなければならない難しさばかりです。その中で

私達が感謝の賛歌を歌う事が出来るのは、やはり信仰でしかないと思います。私達はこの世で楽しむ

ように生まれています。楽しむためにはやはり基本的な信仰、その信仰がちゃんと出来ていなかった

ら出来ない事だと思います。皆様色々難しさがあると思います。しかし、私達は感謝しましょう。 

今日これから癒しの秘蹟を授けます。  

お願いする事は、皆様元気になって下さい。本当に元気になって下さい。お大事にして、元気にな

ってそして感謝の顔をみせて下さい。本当に全ての健康は心から始まります、その心は私たちが持っ

ている信仰によるものだと思います。 

皆様、何事が起きても感謝する心を持ちましょう。その心が許された時こそ神様のみ旨がはっきり

見えてくるのではないかと思います。皆様は神様がいつも守って下さいます。健康な体を持っていて

も持っていなくてもそれには関わらず、本当に皆様のためにいつも神様が考えていらっしゃる事を私

達は固く信じましょう。 

ありがとうございました。 

 

 


